
議事録 

例会･委員会名 10 月 青年 委員会 記録者 吉田 

会場 ふれあい会館407 日時 平成22年 10月12日（火） 19:00 ～ 21:00 

 青年委員 

出席者  

横井副会長 伊縫 松井 大石 田神 山野 河尻 村瀬 内田 坂崎 神山     

中津川支部（牧野正人） 瓦組合（松原、林）（敬称略） 

 女性委員 ―      

議事内容 

1     

 

研修について（田神） 

■11/20 13:00～ 「瓦職人による粘土瓦講座」岐阜県瓦組合主催 

          場所：岐阜人材開発ｾﾝﾀｰ 会費：\7,000円(講習のみ\3,000円) 

 申込期限：11/11(金)まで 詳細等はメールにて再度連絡します。  

一人でも多くの方が出席する様に、お願いします。 

■文化講演会（内田） 

・出席者の確認 １５２名（一般１３７名＋青年委員９名＋女性委員６名）  

・ｱﾝｹｰﾄ結果のまとめ報告 

次回への課題 

・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄでの申込人数（190名程）に対して来場人数が少ない為、対策を検討する。 

（案）受付時での確認のﾙｰﾙを設ける。ﾁｹｯﾄ等にて管理。 

・青年委員活動の紹介方法 

・新規加入者への勧誘方法 

2 実践活動について （河尻） 

■10/17 岐阜百年公園オータムフェスティバル（Ｋ小鳥の大工、Ｍ美濃のかわらやさん） 

  ・班分け Ｋ 伊縫、松井、大石、田神、河尻 

       Ｍ 坂崎、村瀬、山野、瓦組合（松原、林） 

  ・集合場所 青協建設㈱ AM7:30 百年公園駐車場へ乗合わせにて移動 

  ・巣箱の準備を 10/15（金）AM9:30～ ㈱住いず にて行う。  

  ・瓦の準備は、当日の朝に美濃瓦協業組合へ伊縫、松原にて材料を受け取りに行く。 

  ・瓦は、焼いてから郵送する。（宛先は当日記入してもらうか再度検討） 

・瓦は、家紋と鬼瓦にて行う。 

・参加者全員が雑巾（汚れてもいいタオル）を持参する事。 

4 

 

交流について （村瀬） 

■ＯＢ会を11/2（火）にて行う。出欠席の連絡を10/25までに行う事。 

  ・18:30～報告会（十六プラザ研修室） ＊建築士の日を行った会場とは違うので注意。 

   報告会にて、青年委員の活動内容、ﾌﾞﾛｯｸ大会の内容、自己紹介等を行う。 

・20:00～懇親会（雅Japo） 

  ・再度メールにて連絡の確認を行う。 

  ・時間厳守。報告会前に会場設営等があるので１５分前には集合する事。 

  ・報告会終了後、懇親会の案内係りと会場の片付け係りと手分けして行う。 

■忘年会 12/11（土）1 泊 2 日にて高山大会の試食を兼ねて会場である高山グリーンホテルで

行う 

・高山大会時に他県に二次会の場所を紹介できるよう詮索する。 

・次回例会時に再度詳細打合せ。 

5  渉外について 

■勧誘（坂崎） 

  ・10/10(日)１級建築士製図試験時に会場にて日建学院、総合資格学院の幹部へ働きかけを 

行った。 伊縫・坂崎 

  ・総合資格学院から建築士の製図の講師の依頼があり、希望者は連絡を下さい。松井 

 



■後期ブロック大会（伊縫） 

・分科会－体験型は一位一刀彫、見学型は屋台保存協会（屋台の構造、木材の保存）にて行う。 

・見学会は、岐阜まちづくり委員会と打合せ中。 

・高山大会のプログラム、役割分担、スケジュールを確認。 

・日程が迫ってきているので各自粛々と役割をこなすこと。 

・保険への加入の検討。 

6 東海北陸ブロック協議会報告  

■建築士の日を目標に住育というタイトルで講演等を行う。 

 第 1 回目会議 先生（教授）方を招いて、会議室で座談会。 

 第２回目会議 会議結果により他方面の方を招いて会議を行い岐阜県での建築士の日の活動内

容を決定する。 

8 その他 

■新規参加者 中津川支部 牧野 正人氏  

■応急危険度判定士の講習への協力依頼、人数 4～5名程、日程(11/30(可児)・1/27(羽島)  

勉強会1日(日程未定))計3日、午後から半日。       

  吉田、内田の2名が出席予定。 

■産業ﾌｪｱ(可児市)の応援依頼（林 瓦組合可児加茂支部代理） 

 ・日程：11/27(土)、28(日)の2日間 10時～16時まで 昨年の来場者数1万人以上。 

  （案）木材を使って鉛筆立てを工作する体験コーナー。 

  次回の例会時に参加等の返答を行う。 

 次回定例会の予定 

■１１／９（火）＊第二火曜日 担当：内田氏 

 

 

 


